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論 文 内 容 要 旨
〈背 景 〉
近 年,欧 米 ばか りでな くわが国においても胃食道逆流症(GERD)の 増加 が報 告 され ている。
しか し,わ が国 のGERDの 頻度を10万人以 上の多数例 で検討 した報告 はな い。 また,こ れ まで
のGERD頻 度 の報 告 は,病 院を受診 した患者,及 び病院 においての検診受診 者が対 象 とな って
い る。 これ らの対象 の中には 自覚症状が強い患者が多 く含 まれている可能性 があ る。
〈 目 的 〉
本研究では病院受診者に比較 して自覚症状が無い,も しくは自覚症状が軽度 と考え られる胃癌
一次検診受診者を対象に,胸 やけ,つ かえ,腹痛の頻度を10万人以上の多数例 で明らかにする
ことを目的 とした。
〈方 法 〉
平 成15年度,宮 城 県対がん協会にて,胃 癌検 診 目的に間接 胃 レン トゲ ン検査 が施 行 され た宮
城 県住 民合計163,419人(平均年齢62.0±11.1歳,男62,586人,女性100,833人)から胃切除既
往 のあ る2,436人(男性1,812人,女性624人)を 除外 した160,983人(平均年齢61.9±11.1歳
男性60,774人,女性100,209人)を対象 に,問 診表 にて胸 やけおよびつか え感 の頻度 を調査 した。
また上記 よ り無 作為 に抽 出 した検診受診者82,894人(平均 年齢62.4±11.0歳,男性34,275人,
女性48,619人)を対 象 に腹痛 の頻度 につ いて も調 査 した。 また全対 象者 に 胃癌検 診 の 目的で間
接 胃 レン トゲ ン検査 を施行 し,2人 の独立 した診断 医の読 影 によ り,正 常,胃 潰瘍 瘢痕,十 二指
腸潰瘍瘢痕,共 存潰瘍瘢痕,食 道裂孔ヘルニ ア,要 精査の6群 に分類 した。食道裂孔 ヘルニアは,
食道 胃移行部 が食道裂孔 を脱 出し横隔膜上に嚢状 のヘルニ ア部分が 明 らかに1椎 体以上 ある もの
との定義 に準 じて判 定 した。
〈成 績 〉
胸 や けは,男 性 で15.8%(時々 15.3%,いつ も0.5%),女性で20.7%(時々 20.1%,いつ も
O.6%),つかえ感 は,男 性で5.4%(時々 5.0%,いつ もO.4%),女性 で7.8%(時々7.3%,い
つ も0.5%),腹痛 は男性で6.6%(時々 6。5%,いつ も0.1%),女性 で9.6%(時々9.4%,いつ も
0.2%)で,すべ ての症状 の中で胸や けが有意 に高 い頻 度 を示 した。 また全 ての症状 が女性で有
意 に高頻度 を示 した。 年代別に検討 すると,60代か ら80代の高齢 の女性 が男性 に比 べ有意 に胸
やけの頻度 が高値 を示 した。 また対象 を胸 やけ,つ かえ,腹 痛 の三症状 において,症 状 を 自覚 し
一370一
ている人,症 状 を 自覚 していない人に分類 し,症 状の オーバーラ ップを検討す ると,三 症状の う
ち どれか一症状 で も自覚 して いる場 合,他 の症状 も自覚 して いる頻度が有意 に高値 を示 した。 ま
た間接 レ ン トゲ ンによ る食道裂 孔ヘ ルニア群 において,GERDの 定 型症状 であ る胸 やけ,及 び
つかえ は食道裂孔ヘ ルニ アがな い群 に比較 し,有 意 に高頻度を示 した。
〈 結 論 〉
病院受 診者に比較 し自覚症状 が無 い,も しくは 自覚症状 が比較的軽 い対象 が多 く受診 してい る
と考え られ る胃癌一次検 診者 のGERD症 状(胸 や け)は 約2割 と,つ かえ,腹 痛 に比較 し高頻
度に認 め られた。 特に高齢 女性 の胸 や けの頻度 は同年 代の男性 に比較 し有意 に高値 を示 した。 ま
た,胸 や け,つ かえ,腹 痛の3症 状 の うち複数を有 す る症例が高頻度 にオ ーバ ーラ ップす る こと
が明 らか とな った。
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審 査 結 果 の 要 旨
〈背景 〉近年,欧 米 ばか りでな くわが国 において も胃食道 逆流症(GERD)の 増加 が報告 されて
い る。 しか し,わ が 国のGERDの 頻度を10万人 以上の多数例で検討 した報告 はない。 また,こ
れ までのGERD頻 度 の報告 は,病 院 を受診 した患者,及 び病 院 においての検診 受診者 が対象 と
な ってい る。 これ らの対象の中には 自覚症状 が強い患者 が多 く含まれてい る可 能性 が ある。
〈 目的 〉本研究 では病院受診者 に比較 して 自覚症状 が無 い,も しくは 自覚症状 が軽 度 と考 え られ
る胃癌 一次検 診受診 者 を対象 に,胸 や け,っ かえ,腹 痛 の頻度 を10万人以上 の多数例 で明 らか
にす る ことを 目的 と した。
〈方法 〉平 成15年度,宮 城県対 がん協会 にて,胃 癌 検診 目的に間接 胃 レン トゲ ン検査 が施行 さ
れ た宮城県 住 民合 計163,419人か ら胃切除既往 の ある2,436人を除外 した160,983人(平均年齢
61.9±11,1歳,男性60,774人,女性100,209人)を対象 に,問 診表 にて胸 やけお よびつかえ感 の
頻 度 を調査 した。 ま た上記 よ り無作為 に抽 出 した検 診受 診者82,894人を対象 に腹痛 の頻 度 につ
いて も調 査 した。 また全対象者 に 胃癌検診の 目的で間接 胃 レン トゲ ン検 査を施 行 し,2人 の独立
した診 断医の読影 に よ り,正 常,胃 潰瘍瘢痕,十 二 指腸潰瘍瘢痕,共 存潰瘍瘢 痕,食 道裂孔 ヘル
ニ ア,要 精査 の6群 に分類 した。食道裂孔ヘルニ アは,食 道 胃移行部が食道裂 孔 を脱 出 し横 隔膜
上 に嚢状 のヘル ニア部分が明 らか に1椎 体以上あ るもの との定義 に準 じて判定 した。
〈成績 〉胸 や けは,男 性 で15.8%,女性 で20.7%,つかえ感 は,男 性で5.4%,女性 で7.8%,腹
痛 は男 性で6.6%,女性で9.6%で,すべての症状 の中で胸 やけが有意 に高い頻度 を示 した。 また
全 ての症状 が女性 で有意 に高頻度 を示 した。年代別 に検 討す る と,60代か ら80代の高齢 の女性
が男性 に比べ有意 に胸や けの頻度が高値 を示 した。 また対象を胸や け,つ かえ,腹 痛 の三症状 に
お いて,症 状 を 自覚 して いる人,症 状 を自覚 して いな い人 に分類 し,症 状 のオーバ ー ラップを検
討 す ると,三 症状 の うちどれか一症状 で も自覚 して いる場合,他 の症状 も自覚 してい る頻度 が有
意 に高値 を示 した。 また間接 レン トゲ ンによ る食道裂孔 ヘルニ ア群 にお いて,GERDの 定型症
状で あ る胸や け,及 びつかえ は食道裂孔ヘルニアがな い群 に比較 し,有 意 に高頻度 を示 した。
〈結論 〉病院受診者 に比較 し自覚症状が無い,も しくは自覚症状が比較的軽 い対象 が多 く受診 し
て い ると考 え られ る胃癌一次検診者 のGERD症 状(胸 や け)は 約2割 と,つ か え,腹 痛 に比較
し高頻 度 に認 め られた。特 に高齢 女性 の胸や けの頻度 は同年代の男性 に比較 し有意 に高値 を示 し
た。 また,胸 やけ,つ かえ,腹 痛の3症 状の うち複数 を有す る症例が高頻度 にオ ーバー ラ ップす
るこ とが明 らか とな った。
よ って,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認め る。
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